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ーITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ戦略論ー

出典：ピーター・ワイエル著「ITポートフォリオ戦略論」

インフラ関連インフラ関連

業務関連業務関連

戦略
関連

戦略
関連

情報
関連

情報
関連

・失敗の確率５０％
・見事な成功をおさ
める投資も中には
ある

・競争優位の維持
は２年～３年

・高価格設定
・従業員１人当たり
の売上高は多い

・失敗の確率５０％
・見事な成功をおさ
める投資も中には
ある

・競争優位の維持
は２年～３年

・高価格設定
・従業員１人当たり
の売上高は多い

・新製品を市場に
投入する時間の
短縮化

・高価格設定
・優れた品質

・新製品を市場に
投入する時間の
短縮化

・高価格設定
・優れた品質

・管理の強化
・質の高い情報
・高度な統合
・品質の改善

・売上げの増加
・競争優位
・競争の必要性
・ﾏｰｹｯﾄ・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ
・革新的なサービス

・２５％から４０％
のリターン

・高いＲＯＡ
・低いリスク

・２５％から４０％
のリターン

・高いＲＯＡ
・低いリスク 増加→高い成長率

低下→低いＲＯＡ

増加→高い成長率
低下→低いＲＯＡ

ＩＴポートフォリオとビジネス価値ＩＴポートフォリオとビジネス価値

・コストの削減
・ｽﾙｰﾌﾟｯﾄの向上

・ビジネス統合
・ビジネスの柔軟性
・事業部ＩＴの限界
コストの削減

・ＩＴコストの削減
・標準化

業務系システム業務系システム 戦略系システム戦略系システム 情報系システム情報系システム

ーITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ戦略論ー

出典：大和田 崇著「IT投資の評価手法」

情報システムの役割における分類情報システムの役割における分類

会計会計

給与給与

在庫管理在庫管理

人事人事

調達調達

生産管理生産管理

ＢＩＢＩ

ＣＲＭＣＲＭ

ＥＣｻｲﾄＥＣｻｲﾄ ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｴｱ
ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｴｱ

文書管理文書管理

顧客情報管理
顧客情報管理

社内ﾎﾟｰﾀﾙ
社内ﾎﾟｰﾀﾙ

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

ｼｽﾃﾑ間連携
ｼｽﾃﾑ間連携

ﾜｰｸﾌﾛｰﾜｰｸﾌﾛｰ

ｽﾄﾚｰｼﾞ管理
ｽﾄﾚｰｼﾞ管理

運用管理運用管理

ﾘｿｰｽ管理
ﾘｿｰｽ管理

ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ ｾｷｭﾘﾃｨｾｷｭﾘﾃｨ 権限管理権限管理

ＣＳＣＳ 統合ﾐﾄﾞﾙｳｴｱ
統合ﾐﾄﾞﾙｳｴｱ

電子ﾒｰﾙ電子ﾒｰﾙ Ｗｅｂｻｰﾊﾞ
Ｗｅｂｻｰﾊﾞ

ﾈｯﾄﾜｰｸ管理
ﾈｯﾄﾜｰｸ管理

インフラ系システムインフラ系システム

会計会計
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ーITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ戦略論ー

出典：ピーター・ワイエル著「ITポートフォリオ戦略論」

代表的なITポートフォリオ代表的なITポートフォリオ

ITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの

投資配分

ITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの

投資配分

経費または売上高に
占めるIT投資の割合

（業界平均との比較）

経費または売上高に
占めるIT投資の割合

（業界平均との比較）

１６％ １４％

１２％

５８％

１６％ １４％

１２％

５８％

１３％ ５％

４０％

４２％

１３％ ５％

４０％

４２％

２０％ １５％

１５％

５０％

２０％ １５％

１５％

５０％

１４％ １７％

１１％

５８％

１４％ １７％

１１％

５８％

・売上高の４．１％
・経費の７．７％

・売上高の４．１％
・経費の７．７％

・業界平均を１０％
から２０％下回る

・業界平均を１０％
から２０％下回る

・ほぼ業界平均
並み

・ほぼ業界平均
並み

・業界平均を１０％
から２５％上回る

・業界平均を１０％
から２５％上回る

ビジネス戦略ビジネス戦略

平均的な企業平均的な企業 コストを重視する
企業

コストを重視する
企業

コスト俊敏性の
ﾊﾞﾗﾝｽをとる企業

コスト俊敏性の
ﾊﾞﾗﾝｽをとる企業

俊敏性を
重視する企業

俊敏性を
重視する企業

インフラ関連インフラ関連

業務関連業務関連

戦略
関連

戦略
関連

情報
関連

情報
関連

ーITﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ戦略論ー

出典：ピーター・ワイエル著「ITポートフォリオ戦略論」

業務関連 情報関連 戦略関連 インフラ関連

・コスト削減
・スループットの向上

・２５％～４０％のﾘﾀｰﾝ
・高いＲＯＡ
・・低いﾘｽｸ

・詳細な評価を行い、そ
の結果をもとに全社的な
経験則を確立する

・確実なﾍﾞﾈﾌｨｯﾄだけを
盛り込んだｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
を推定し、それをもとに
計算したＮＰＶがﾌﾟﾗｽに
なる。

・管理の強化
・質の高い情報
・高度な統合
・品質の改善

・新製品を市場に投入
する時間の短縮

・高価格設定
・優れた品質

・売上げの向上
・競争優位
・ﾏｰｹｯﾄ・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ
・革新的なｻｰﾋﾞｽ

・高価格設定
・従業員1人当たりの

売上げは多い
・失敗の確率５０％
・見事な成功事例はある
・競争優位の期間は２～３年

・確実なﾍﾞﾈﾌｨｯﾄだけを
盛り込んだｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
を推定し、それをもとに
計算したＮＰＶがﾌﾟﾗｽに
なる。

・ﾋﾞｼﾞﾈｽ統合
・ﾋﾞｼﾞﾈｽの柔軟性
・事業部ＩＴの限界ｺｽﾄの削減

・ＩＴｺｽﾄの削減
・標準化

・高い成長率（増加）
・高いＲＯＡの低下

投
資
の
狙
い

投
資
の
効
果

・堅実なﾍﾞﾈﾌｨｯﾄと（不確
実な）予測ﾍﾞﾈﾌｨｯﾄの両
方を組み合わせ、体系
化されたﾃｸﾆｯｸ

投
資
評
価
法

大
規
模
投
資

投
資
評
価
法

小
規
模
投
資

・十分な情報を盛り込んだ主
観的な分析に基づく評価法
・ﾊﾟｲﾛｯﾄ法はﾊｲﾘｽｸ／ﾊｲﾘﾀ
ｰﾝのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに内在するﾘｽｸ
を減らす（ﾍﾞﾈﾌｨｯﾄの確度が
低い反面、可能性が高い９

・小規模な戦略的投資
には、着手金が必要

戦略主導による方法

ＤＣＦ価値分析法 パイロット法

経験に基づく方法

ＤＣＦ法

ＩＴ投資評価法ＩＴ投資評価法


